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2範時一企業の新設については国家がもっぱら責任を負う部門，第3範時一















































































(出所)大杉一雄編『インド』アジア経済研究所， 1968年， 285ページ (Source R. 
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命した農村信用調査のための Committeeof Directionが農村金融問題に取組
むための最初の手段として同措置を勧告したことに，基づく。 1955年 5月，



























































(4) ヴィシャカパトナム造船所 この造船所は， 1941年，最大の海運業者
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第 2表 政府会社と非政府会社の会社数と払込資本額 (単位:1000万ルビー)
政府会社 非政府会社 2十
3月末現在
会社数 払込資本 会社数 払込資本 会社数 払込資本
1951 36 26.3( 3.4) 28，496 749.1 (96. 6) 28，532 775.4(100.0) 
1956 61 66.0( 6.4) 29，813 958.2(93.6) 29，874 1， 024. 2(10. 0) 
1961 142 547.0(30.1) 26，002 1， 271. 5 (69.9) 26，149 1， 818. 5(10. 0) 
1966 212 1， 237.9(40.7) 26，466 1， 807. 0(59. 3) 26，678 3，044.9(100.0) 
1971 314 2，064.5(45.7) 30，008 2，449.2(54.3) 30，322 4，513.7(100.0) 
1976 651 6，122.3(64.8) 42，614 3，319.4(35.2) 43，265 9，41. 7(100.0) 
1981 851 10，853.1(73.9) 61，863 3，823.4 (26. 1) 62，714 14，676.5 (100.0) 
1982 8〔9住4〕 12，879.2(72.2) 71， 508 4，960.9(27.8) 72，402 17，840.1 (10. 0) 
1983 943 14，722.5(73.9) 81， 960 5，186.4 (26.1) 82，903 19，908.9(100.0) 
1984 970 16，414.9(74.9) 93，294 5，513.6(25.1) 94，264 21， 928. 5(10. 0) 
1985 980 21， 492. 8(78. 6) 106，389 5，838.5(21. 4) 107，369 27，331. 3(10. 0) 
〔出所J1951 ~ 1966 : The Research and Reference Division， Ministry of Information 
and Broadcasting， Govemment of India， lndia-A R，ψrence 
Annua11967， pp.180""'" 181; lnd勿-ARIψrenαAnnual1971ー 72，p. 
205/p.207. 
1971..， 1981 : Hannan Ezekiel ed.， The Economic Times Statistical Survey 01 
the lndian Economy 1984， Tab 87 (p.96). 
1982..， 1985 : lndia-A R，ψrence Annua11986， p.296 / p.298. 
〔注〕 原表では394となっているが，明らかに誤まりであると考えられるのでこの
ように訂正した。


















共部門の拠点を築いたと考えられる。とくに， Sindiri Ferti1zers & Chemi-
cals Ltd. (51年設立， 61年 1月 Fertilizer.Corporation of Indiaへ改組)のシ
ンドリ肥料工場， Hindustan Steel Ltd. (53年設立)の鉄鋼プロジェクト，










第3表 第 1次-7次5ヵ年計画の公共部門支出 (1)
1951-第52~1次955-56 1956-第57~21次960-61 1961-第62~31次965-66 
農 業 ・ 村 落 開発 290 (14.8) 549 (11. 7) 1， 089 (12.7) 
濯 瓶 430 (9.2) 664 (7.8) 
583 (29.8) 
電 力 452 (9.7) 1， 252 (14.6) 
村落 小工業 42 (2.1) 187 (4.0) 241 (2.8) 
組織された工鉱業 55 (2.8) 938 (20.1) 1， 726 (20. 1) 
運 輸 通 信 518 (26.4) 1， 261 (27.0) 2， 112 (24.6) 
社会的サービス，その他 472 (24.1) 855 (18.3) 1， 493 (17.4) 
1， 960(100. 0) 4，672 (100.0) 8，577(100.0) 
〔出所JTata Services Limited (Department of Economics and Statistics)， 
















を供与す IndustrialFinance of India (産業金融公社一IFCI)が設立された。
51年，中小企業への貸付を目的とする StateFinancial Corporations (州融資
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(単位:1000万ルビー)
471 (7.1) 1，354 (8.6) 3，877 (9.8) 9， 123 (8.2) 14，174 (7.9) 
1， 213 (18.3) 2，931 (18.6) 7，400 (18.8) 18，704 (16.9) 34，793 (19.3) 
126 (1. 9) 243 (1.5) 592 (1. 5) 1. 980 (1. 8) 2，753 (1.5) 
1， 510 (22.8) 2，864 (18.2) 8，989 (22.8) 27，667 (25.0) 39，736 (22. 1) 
1， 222 (18.5) 3，080 (19.5) 6，870 (17.4) 17，650 (15.9) 29，443 (16.3) 
976 (14.7) 2，987 (18.9) 6， 833 (17.3) 20，462 (18.5) 36，648 (20.4) 




.ジュート工業の近代化へ融資するための NationalIndustrial Development 
Corporation (国家工業開発公社-NIDC)が設立された。 55年，小工業へ融資
するための NationalSmall Industries Corporation (国家小工業公社-NSIC)
が設立された。さらに，同年，長中期信用・資本参加などを目的とする In-
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された;58年初期における道路運輸(前述) ; 59年 4月の蔵相による銀行;
59年9月の運輸通信相による道路運輸(再度) ; 59年 9月の首相による工業
一般;59年 8月の蔵相による一般保険;59年 8月の歳入・民生支出相による

















生命保険国有化条例が発布され，同年 9月，生命保険公社 CLifeInsurance 



































でに， Mewar Textile Mi1(1960) . Model Mi1s Ltd..Hathisingh Mfg. Co， 












































Oi1 India Ltd. (OIL)が設立された。 OILはAssamOi1から先の油田の資産と

























2 第 2・3次 5ヵ年計画期における公共部門発展の概観















第4表 第 1 次~7 次 5 ヵ年計画における公共部門と民間部門の投資 (1)
(単位:1000万ルビー)
第 l次 第2次 第3次 第4次 第5次
総投資 3，360 6，831 11， 280 22，635 63， 751 
公共部門 (l4，65.640 ) (35，47.361 ) (76，31.870 ) 1(360，6.35 ) 
(572 
民間部門 (l5，38.060 ) (34，5l.o4o ) (43，6l.o3o ) (83，9.870 ) 2(742，O .




先2.9) 1(547，.281) 8 
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第5表 圏内純資本形成と公共部門 (単位:1000万ルビー)
1960-61 1965-66 1970ー71 1975-76 1980-81 1984-85 
民間部門 821 
1， 194 2.765 4，995 l l2 ，254 16，868 
(44.6) (37.9) (54.34 ) (42.5) (42.8) (44.34 ) 
公共部門
1， 021 1， 967 2，32 6，748 15，021 21，24 
(55.4) (62.1 (45.7) (57.5 (57.2) (55. 7) 
行政部門 335 448 581 
3，529 5，309 
(18.2 (14.2 (11. 4) (13.4) (13.9) 
官庁企業
274 682 720 
3694旦075 ) 7
5，285 
(14.9) (21.5) (14. 1) (13. (13.9 
その他の公企業
U位且l1止，48且412)  I 」(1203 68347 ) 
(2l0，O.213 ) (72 ，8 1(027，6.950 ) 9. 
5十 ，106) 1 (1 5，O089 ) (l 1 l，7403 ) (21 6，2 (31080，J11L 2 O. 00. 00. 00. 
〔出所J 1960 -61 ~ 1965 -66: Central Statististical Organisation， Depertment of 
Statistics， Ministry of Planning， Government of lndia， 
National Accounts Statistics 1960 -61 ~ 1974 -75， Oc-
tober 1976， p.xxxiv/p.56; Centra1 Statistica1 Organ-
isation， Basic Statistics Relating to lndian Economy 
1950-51 ~ 1975-76， p.21. 
1970ー 71，1980 -81 ~ 1984 -85: National Accounts Statistcs (J anuary 
1987)， pp.66~67/pp.146~147. 
1975-76 : National Accounts Statistics 1970ー 71~1975










→ 2億9，430万ルビー;自動車・・・ l万6，500→ 2万5，300→ 5万5，000→ 7万
700台;電動モーター・..9万9，000→27万2，000→72万8，000→175万3，000馬
174 経営と経済
第 6表 圏内純生産と公共部門 (単位:1000万ルビー)
1950-51 1955-56 1960-61 1965-66 1970-71 1975-76 1980-81 1984-85 
民間部門 8.830 8，990 l l，868 2 18，037 29，524 7 49，409 132，560 (92.5) (90.1 (89.3 (86.8 (85.5 (81. 4) 4(75.56 ) 
公共部門 720 990 1， 42 2，743 5.00 1l8，290 ) 21O ，55 3.01 (7.52) (9.9) 00.7) (13.2 04.5 (18.6 (20.4 
8(749，1619 8 )B
(24.56 ) 
行 政 部門 430 570 735 1， 367 27 ，401 4，572 8.34 16 5，68 (4.5) (5. 7) (5.5) (6.6 (7.0) (7.5) (7.9) 9.0) 
官庁企業
522 890 1，330 23，313 ) 3，830 ，904 
(3.9) 
(4.386 ) l(3，2.876 ) 
(3.8 (3.6) (3.9 
その他の公企業
(3.0) (4.2) 
(1.635 ) (2. 4(7，4.035 ) 9(8，3.79 ) 2(01，14.626 ) 
E十 9，5500 ) (100. 
9，9800 ) 
(100. 












〔出所J1950 -51， 1955 -56 : The Research and Reference Division， Ministry of Infor-
nation and Broadcasting， Government of India， India-A 
Rψrence Annua11966， p.150. 
1960-61， 1965-66 : Centra1 Statistical Organisation， Department of Sta-
tistics， Ministry of P1anning， Government of India， Na-
tional Accounts Statistilα 1960-61"'1974-75， Oct. 
1976， p.44. 
1970-71， 1980-81， 
1984-85 : National Accounts Statistics 1970-71"'1984-85， ]an. 
1987， pp.52"'53. 







活動を調整・補完・統合する中央調整機関， apex institution として， In-
dustrial Development Bank of India (産業開発銀行-IDBI)が設立された。同
行は， 58年に設立された RefinanceCorporation for Industry (産業再融資公
社)を吸収合併した。
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第 7表産業別国内総生産 (1960-61年価格に基づく)
(単位:1000万ルビー)





















































































































































































1， 126 1， 414 1， 897 





合計 9，591 1，433 14，071 16，265 































策が打出された。 69年 2月の独占・制限的取引行為法 (MRTPAー独禁法); 



















































































Scooters India Ltd. (SIL一政府所有比率75%)を業界最大手の BajajAuto 
Ltd.へ売却する腹を固めた。ラディヴ首相は SILのケースは「特殊例」と





































































策にかんする芦明JIr東洋文化研究所紀要JI 28 0962年)， 171 ~180頁;伊藤正二「独立
後の独占資本の発展と経済的従属」中村平治編『インド現代史の展望』青木書庖， 1972 
年， 105~109頁; V.B.Singh， lndian Economy -Y診sterdayand Today (second enlarged edi-
tion) ， People's Publishing House (New Delhi)， 1970， pp.50~70; Ignasy Sachs. Patterns 01 
hめlicSector in Underdevelo戸dEconomies， Asia Publishing House (Bombay)， 1964， pp. 
111 ~ 123; Parmanand Prasad， Some Economic Problems 01 Public Enteゆrisesin lndia， H.E. 
Stenfert Krose N. V. (Leiden)， 1957， pp.105~ 1l 2. 
(5) Michael Kidron， Foreign lnvestments in lndia， Oxford University Press (London)， 1965， 
p.86. 
(6) Daniel L. Spencer， lndia-Mixed Enteゆnseand Western Business， Martinus Nijhoff 
(Ha思le)，1959， p.49. 




(9) R. Palme Dutt， lndia Todayand Tomorrow， 1955 :大形孝平訳『現代インド』岩波書庖，
1965，322頁。
(10) 伊藤，前掲「独立前後における経済計画・ーJ30頁。








(1Z) Kidron， ot.cit.， p.87 (Source: Natarajan， American Shadow over lndia (2 nd ed)， pp. 
60~61) . 
(l~ 大杉編，前掲書， 292~294頁。次も参照。 Matthew ]. Kust， Foreign Enteゆrisein ln-
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dia-Laws & Policies， University of North Carolina Press (Chapel Hil)， 1964， pp.94~98. 
こうした厳しい姿勢は， Dwarkadas Shrinavas対 SholapurSpinning and Weaving Co. 
Ltd.事件.Saghir対 UttarPradesh事件.Bela Banerjee対 Bengal事件.Bengal対
Subodh Gopal Bose事件などの一連の訴訟の判決が政府の行為を制限したこと(昂低， pp.





(1~ H. Venkatasubiah， lndian Economy Since lndependence， Asia Publishing House (Bom-
bay)， 1958， p;173. 
(1~ 第 5節 lを参照。
間大杉編，前掲書， 297頁。
(1~ Government of India， Department of Industrial Development， Ministry of Industrial 
Development， Internal Trade and Company Affairs， Report 01 the lndustrial Licensing 
Po/iり lnquiηCommittee(Main Report)， July 1969， p.24 (以下同報告書を ILPICReport 
mゐin)と略記)。産業認可制度については次も参照。下山・佐藤，前掲書。
(19) 1960年代中葉までの認可制度の運用については次を参照。 ILPICReport (Ma初I).
側 各々の詳細については以下を参照。大杉編，前掲書， 401頁/322~331 頁/334~337頁/
298~303頁0









例 独立以前における鉄道やラジオ放送の国有化については次を参照。 Prasad，op， cit.， pp. 
96~ 105。また，独立以前より 1950年代中葉までの鉄道の経営・財務および郵便・電信
制度については次を参照。 R. C. Agrawal， State Enteゆrise in lndia， Chaitanya 
184 経営と経済
Publishing House (Al1ahabad)， 1961， pp.53'"'-'75/pp.76'"'-'73。
制 Venkatasubiah，op.cit.， p.96. 次も参照。 LaxmiNarain， Indian Bωtomy (Second Revis-
ed and Enlarged Edition)， Shri Prakashan Publishers (Meerut)， 1959， pp.441 '"'-'453. 
M Venkasubiah， 0.ρ. cit.， pp.97'"'-'99. IBIの株式の10%は外国人(ほとんど英国人)によっ
て所有されていた (Kust，op. cit.， p.100)。なお， r社会主義型社会」については，第4節
l参照。
的 ILPICReport (Aρpendices vol. N)， p.125. 次も参照。 Narain，op， cit.， pp.435'"'-'441. 
ωILPIC Report (Main)， Table 1 -A (p.152). また次も参照。立山「インドの政府系産業
金融機関と大財閥的JW経営と経済』第60巻 3号(1980年)。
側 Narain，op.cit.， pp.352'"'-'353 ; Kust，op. cit.， p.l00 ; Kidron，op. cit.， p.134 ;古賀，前掲「イ
ンドの固有部門(1)j29'"'-'30頁。
側 Agrawal，op.cit.， p.135. 
。1) Spencer，op. cit.， p.125. 
ω Kidron，o，ρ. cit.， p.146. この時期の国有化については次も参照。古賀，前掲「インドの
固有部門(I)J29'"'-'32頁。




~5) First Five Year Plan， p.32 







第27巻 3号(1976年 9月)， 90'"'-'93頁;Michael Tanzer， The Political Economy olInterna-
Uonal Oil and the Underdeveloped Countries， Beacon Press (Boston)， 1969， pp.223'"'-'224 ; 
R. Vedavalli， Private Foreign Investment and Economic Development， Cambridge Universi-
ty Press， 1976， p.8'"'-' 9 . 
~~ IFCI . ICICI . SFCs とその援助実態，その他の特質については次を参照。立山「インド
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の政府系産業金融機関と大財閥ω伺J~経営と経済』第60巻 1 ・ 3 号 0980年 6 ・ 12月 )0
~9) 1956年声明のテキストと訳文は次を利用。Singh，op.dt.， Appendix C ;大杉編，前掲書，
付録E。
帥大杉編向上書， 282頁。
。1) Modeste Rubinstein， NonーCapitalistPath for Underdeveloped Countries(l)， New 
Times， No.28， 1956， pp.4--5 . 
ω この点については次を参照。 Sachs，op.dt.， pp. 126----127. 











納 PlanningCommission， Government of lndia， Third Five Year Plan， 1961. p.5 / p.7--
8. 







$0) Asim Chaudhuri， Private Economic Power in India-A Study in Genesis and Concentration， 
People's Publishing House (New Delhi)， 1975， pp.154----155. 
$1) 昂id.，pp.156----157. 
同 Kidron，。ρ.dt.， pp.136----138. 
$~昂id. ， pp.140----141. 
186 経営と経済
制 lbid.，p.147. なお，インドの国有化については次も参照。 M.L.Trivedi，Government 
and Business，Multi-Tech Publishing Co. CBombay)， 1980， pp. 423~425 ; Laxmi Narain， 
Prinゅよ俗的UJPractice 01 Public EnteゆriseManagement， S.Chand & Company Ltd. CNew 
Delhi)， 1982， pp. 71 ~93 ; D.セン「インドの固有化政策」日本経済調査協議会『インド
の経済政策一国有化と自由化JI1984年， 12~36頁。
制大杉編，前掲書， 411頁;Kust， o.ρ. dt.， p.l0l. 
~tY Venkasubiah，op. dt.， pp.111~112. 
的 Kust，op. dt.， pp.l0l ~ 102. 
同 LICのこの点およびその他の特質，機能や援助実績については次を参照。立山，前掲
「インドの政府系産業金融機関…ω伺」。
倒 D.セン，前掲論文， 16頁;Kust， op. dt.， p.l02.次も参照。 Kidron，op.dt.， p.135. 
側 Kust，op.dt.， pp.160~16 1. 
制大杉編，前掲書. 296頁;M.J. Kust. Supplement to Foreign Enterprise in lndia-Laws & 
Polides， University of North Carolina Press (chapel Hil). 1966， p.34. 
同 Kust. Foreign Enteゆrisein lndia.... p.161; Kust. Suρplementω-一・・， p.34. 
制 Narain.Prindples and Practice.... p.81. 
制立山，前掲「インドの石油産業一'J94頁/100頁。
制伊藤，前掲「独立後の独占資本の発展…J118頁。
$tY Bureau of Public Enterprises， Department of Cabinet Affairs. Cabinet Secretariat. An-
nual Reμrt on the Working 01 lndustrial and Commercial Undertakings 01 the Central 
Government lor the Year 1964-65. p.lIp.5. 
制 TheResearch and Reference Division. Ministry of Information and Brooadcasting. 
Government of India， lndia-A R，ψrence Annual 1971-72， pp.352~353; Central 
Statistical Organiration， Department of Statistics， Ministry of Planning， Basic Statistics 
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同 絵所秀紀「経済政策と経済規制一工業化の政策的・制度的枠組み」伊藤編著，前掲書，
46頁。
内 EconomicIntelligence Service， The Liberalisatin Process， Centre For Monitoring Indian 
Economy (Bombay)， July 1986， pp.20----23.①・⑥については各々次も参照。“Private
Sector is allowed to make phone equipment" Hindustan Times， 24 March 1984; Economic 
Times，26 March 1984;r外資参加で動くインドの油田開発JIr日本経済新聞JI1988年 5月
12日。
例 「公営企業を効率化JIr日本経済新聞JI1986年9月30日。
的“‘WhitePaper' on Public Enterprises-closure of losing units recommended" ， 
Economic Times， 14 August 1987.同新聞報道およびインド公企業の現状と問題点につい
ては次も参照。石上悦朗「公企業」伊藤正二編著，前掲書。
帥 「インド公営企業一初の民間売却で波紋JIr日本経済新聞J1988年 4月 3日。ただし，
『インド季報(第20巻1号-1988年6月)J1は，ラクノウ工場の売却条件をめぐって Ba-
jaj Auto Ltd. とウッタル・プラデシュ州政府との間に歩み寄りが見られず，この話は流
産となりそうであると述べている。しかしたとえこの件が流産したとしても，インド政
府による国営企業の民営化決定という「意義Jは失われるものではない。また，計画委







同 EconomicIntelligence Service， op. cit.， pp.1 09--11. 
開 EconomicIntelligence Service， Basic Statistics Relating to the lndian Economy Voll : All 
lndia， Centre for Monitoring Indian Economy， August 1987， Tab 21. 7/Tab 21. 8. 
側 AmiyaBagchi' Arun Ghosh' Sreemanta Dasgupta， Industrial Policy and the Economy， 













1， 540万ドルの 4分の l以上を占めている CAsianDevelopment Review， 1987， Vo15. No 
1， Tab 1)。また，世銀とその系列下の IDAによる1978年までの貸付累積額で見ると，
インドは79億381万ドルで世界ーであり，第 2位のブラジルの 2倍以上に達している
CWorld Bank， Annual Report 1978， pp.178~179) 。
制前述の A.パクチらの論稿とともに，たとえば次を参照。 C.P.Chandrasekhar，Reg-
ulatory Policy and Industrial Growth : The World Bank View， Social Sdentist， 167ー168
CApril-May 1987); Sanjaya Baru， The Economic and Political Consequences of The Fund-
Bank Strategy， Social Scientis乙146-147(July-August 1985). 
